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1. 論文内容の要旨
本論文は、前主系列星の変光の原因や起源を、天体観測により明らかにしたものである。
前主系列星は形成直後の恒星で、明るさが不規則に変動することが知られている。変光の
原因として、周囲にある原始惑星系円盤による掩蔽や、原始惑星系円盤から恒星への質量
降着の変動、恒星表面の黒点の移動などが提唱されている。ところが、先行研究の多くは、
広帯域フィルターを用いた測光モニター観測に基づくものであり、変光の原因を特定する
には不確定性が大きい。本論文では、西はりま天文台の「なゆた望遠鏡」などで前主系列
星の可視光分光スペクトルを継続的に取得した。その結果、 V409 Tauでは、カルシウムや
リチウムの吸収線と水素のバルマーα線の輝線を検出した。連続光の減少とともに吸収線
の強度も減少する。これは、歪んだ原始惑星系円盤により前主系列星が掩蔽されたためと
考えられる。一方で水素のバルマーα線は、短波長側で輝線、長波長側で吸収線だった。
これは、原始惑星系円盤から中心星への質量降着を表すものと考えられる。 Z CMa は、質
量降着現象による大幅な増光を示す FU Ori型星と、太陽の 16倍の質量を持つハービック 
Be型星の連星である。観測の結果、ヘリウムの吸収線の他に、酸素の禁制線、水素のバル
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マーα線、一階電離鉄の輝線が検出された。論文では、 9.6 等級よりも暗い状態を「静穏
期」、明るい状態を「増光期」と定義し、それぞれの期で変光の起源を探った。ヘリウムの
吸収線は静穏期には見られず、増光期には連続光が増光するにつれ強度が増した。ヘリウ
ムの吸収線は高温の天体で形成されることが知られている。従って、増光期の変光はハー
ビック Be 型星に起因する。鉄や水素の輝線は静穏期に連続光が増光するにつれ強度が増
し、増光期には強度が変化しない。このことから静穏期の変光は FU Ori型星に起因するこ
とがわかった。
2. 論文審査結果
本論文は、西はりま天文台の「なゆた望遠鏡」の可視光分光器を用いて得られた可視光
スペクトル等をもとに、前主系列星の変光の原因や起源を議論したものである。前主系列
星は不規則に変光することが知られている。しかし、今までの観測的研究は、長期間にわ
たる測光によって連続光の変化を観測するものが大半であり、変光の起源や原因を追究す
ることは困難であった。これは、大口径の望遠鏡を長期間にわたって占有することが困難
であることや、小口径の望遠鏡では分光するための光量が足りなく測光しか観測手段がな
いことによる。本論文では、「なゆた望遠鏡」という大口径の大学望遠鏡を使うことで、今
までは実施が困難だった長期間の分光観測を実現した。その結果、 V409 Tau では歪んだ
原始惑星系円盤が中心星を掩蔽することにより天体が暗く見える時期があることを明らか
にした。また Z CMaでは静穏期と増光期に分けて光度変化を議論した。複数の輝線や吸収
線の強度変化を詳細に解析することで、静穏期の変光は FU Ori 型星が、増光期の変光は
ハービック Be型星に起因することを世界で初めて明らかにした。
上記のように、本論文は可視光分光モニター観測により前主系列星の変光について重
要な知見を得たものである。
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値のあるものと認める。また、令和 
2年 1月 29日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行った結果、合格と判
定した。


